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【 平面図　S＝1/75 】
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屋根：ポリカーボネートパネル

【 立面図　S＝1/75 】

この公民館は団地だけでなく地域のコミュニティの活動にも

寄り添い、様々な空間に変化することができる。
カギのない部屋のようす

団地美術館　

地域の人や子供達の作品を飾る空間に。　

団地図書館　

読まなくなった本を寄付して小さな図書館に。

見守り所　

学校帰りの子供達や団地に住む人の溜まり場になり

自然と見守り所となる。

マルシェ　

週末に地元の食材を販売し、キッチンで調理して皆

で味見。

全体を使った時のようす

使い方に寄り添う公民館

カギのかけられた公民館 カギのない空間

通路でつなぐ 多方向に開いた集会所

狭くしたり、広くしたり

公民館があってもカギがかけられ

ていて使いたい時に自由に使えな

いという問題がある。

通路を中心に日常的に人が集まる公民館をつくる。

使い方やその場の状況に合わせて空間を仕切ったり広

げたりすることができる。公民館の使い方にも幅がで

きて有効に活用される。

方向性ができないようにどの方向にも人が集まれる場

所をつくることを意識した。

個室が欲しい時

広く使いたい時

イベントの時

公民館っていつも開いてるわけじゃないから、
使いたい時に使えないんだよなぁ。

カギをかけられる部屋といつでも自由に使える
カギのない部屋を両立しよう！

少し公民館を使いたいという時でもカギを毎回
開けなくていいから管理もラクになるね！

カギのかけられた空間 カギのない空間をプラス

キッチントイレ

集会所

集会所

縁側

倉庫

間に通路をつくる
角度やボリュームをつけて

人の集まる場をつくる

キッチン
トイレ
倉庫

＋ フリー
スペースでもきちんとセキュリティは管理しておきたいし。

小径材の屋根架構

ポリカーボネート

ガルバリウム鋼板

構造部材の断面積を抑える

ために、屋根架構を検討し

た。屋根の架構は意匠とし

ても表れ、内部空間を演出

している。

小径材断面120×120mm

小径材断面120×120mm

通り抜けられる人と風軒の深い室内も明るく

夏に集会所の縁側に座り、休憩する時は窓を開ける

と風が通る。逆に冬場は窓を閉め、冷たい風を遮る

ことができる。年中鍵が閉まらないこの場所は、年

中過ごしやすい場所である。

夏

ガルバ ポリカ

冬

通路上部の屋根材はポリカー

ボネートを使用。通路を通る

人々が室内へと導かれるよう

に、左右の部屋の屋根の一部

もポリカーボネートとなって

いる。

007

( S=1/20 )
湿気対策の二重底

縁側 縁側

（収納）

団地住民による『 家具作りワークショップ 』

立面図

【 POINT 】

①

②

③

断面図

軒下や通路空間、オープンスペースで使う「ベンチ兼収納」を団地住民や地域住民で制作する。新し

くできた集会所を知ってもらうと同時に、この建物に愛着をもってもらうため、近くに住むお年寄り

から子供まで協力して行う「家具作りワークショップ」を開催する。

①ベンチ内収納

③移動が容易な

　キャスター

②縁側の下から引き

　出すための取っ手

多様な配置計画に柔軟に対応する

前面道路

N

住棟（仮）

配置例①

建替事業対象範囲

前面道路

N

住棟（仮）

配置例②

前面道路

N

住棟（仮）

配置例③

面積表

区分

＊縁側は面積に含んでいない。

集会所
（キッチン・玄関・通路を含む）

便所

倉庫

合計

面積

74.36㎡

7.45㎡

7.45㎡

89.26㎡敷地内における集会所の配置計画は未定である。そのため本集

会所は建替事業対象範囲のどこにでも配置可能な平面計画とし

た。屈折した平面と周囲の広場、建物を通り抜ける通路、広い

軒下の縁側は柔軟に住民の生活に利用される。図は例として、

集会所が建替事業対象範囲の南側に配置された場合の集会所と

住民の動線、周囲との関係を示している。

人の動き広場

駐車場

駐車場

駐車場

登梁：120×120mm

土間コンクリート

水平梁：120×120mm

屋根：ポリカーボネートパネル

棟木：120×200mm

柱：120×120mm

玉砂利敷き（雨受け）

【 C-C’断面図パース　S＝1/50 】

土間コンクリート

柱：120×120mm

玉砂利敷き（雨受け） 基礎：捨てコンクリート t=50mm

砕石 t=60mm
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【 B-B’断面図パース　S＝1/50 】

【 A-A’断面図　S＝1/75 】
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登梁：120×120mm

基礎：捨てコンクリート t=50mm

砕石 t=60mm

土間コンクリート土間コンクリート

水平梁：120×120mm 屋根：ポリカーボネートパネルブレース補強

柱：120×120mm

地域の公民館や集会所はいつもカギがかかっている。集会や地域行事がある時にしか開かないのはすこし寂しい。

そこで、集会所の一部を常時開放できるよう外部通路を介してふたつのスペースを計画し、さらに軒下に縁側をまわすことでいつも住民の拠り所となる集会所を提案する。

可動式壁の収納

バリアフリーを
考慮したトイレ。

キッチンカウンターで
料理イベントも可能。

雨どいのないすっきりとした軒先のライン 通路空間の屋根にはポリカーボネートを使用し
光を取り込み屋根下を明るく。

子どもたちの帰りを待ちながら世間話に花が咲く。

キッチンから漂う匂いに導かれて集まる子どもたち。

コストを抑えるために小径材を活用した構造。
構造があらわしとなり、内部空間を演出。

可動式の仕切りで
仕切ったり、繋げたり。

キッチン周りで
交流もできる。

深い軒下が活動の
幅を広げる。

立ち寄りやすい土間の玄関

地域住民の絵を
展示できる。

内・外での
交流も可能。

立ち寄りやすい土間の床

きれいに整った立面。
集会所の活動が外に滲みだす。

外から内の様子が消えるように
開口をデザイン。防犯対策。

広い土間玄関で
入りやすさを演出。
室内に引き込む。

集会所に住民の
動線を引き込む。

引き戸を開けたら
全体で一体利用可能。

常時openだが
施錠も可能。

開放可能な窓で
風と視線を通す。

開放的な三連引き戸。深い軒下が
交流の場となる。

縁側が内・外を
シームレスに繋ぐ。


